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New　Acquisitions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1599年という年記をもつ本作品は、ヤン・ブリューゲルが・長いイタリア

ヤン・ブリューゲル［1568－1625］　　　　　　　　　　　　　　　　滞在（1589－96）から帰国し、故国で画家としての旺盛な活動を開始

《アブラハムとイサクのいる森林風景》　　　　　　　　　　　　　した頃に制作された画家の初期に属する森林風景である。16世紀

1、襯、　　　　　　　　　　末から17睨1・かけてネーデルラントにおいて森林風景はひとつの

49．5×6，1．7　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重要な絵画ジャンルを形成した。おそらく、その源流はピーテル・ブ
ノllドに署名年記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リューゲルの手になる版画のためのド絵素描にあっただろうと考え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られており、それが、ヒエロニムス・コックの版画を通じて浸透し、ヒリ
Jan　Brueghel［Brussels　1568　一　Antwerp　1625］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
SfVooded　Landscaρe　Lvith、A　brahonη　and　lsaac　　　　　　　　　　　ス゜ファン゜ファルケンポルフやヤン゜ブリューゲルの絵画において開

1599　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花したものと思われる。その意味においては、偉大な父であるピー
Oil　（）ll　 P11亘1el

49・5×64・7cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テル・ブリューゲルから直接指導を受けることのなかったヤン・ブリュ
Signed　and　dated　lower　lcft：1．　BRVEG｝IEL　l599

p2002．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ゲルの最初期の作品に、父との関連を認めることができるのは興

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味深い事実であると言えるかもしれない（父のピーテル・ブリューゲ

1獄牒11am（。。kvanWaa，），1、M。，ch　l972、　N。w，。，k　Maxw。11　B，a。d。。1，　ルは・ヤンが4・まれた翌年に1斐している）・

C°11ecti°n；Th°mas＆B「enda　B「°d・　L°nd°n’　　　　　　　　　　　　　　　画面右半分の一部に遠くの風景や空が望まれるとはいえ、左半分

睨慌、。，。、轍磁，ε。ie　Ge，。d、，lde，，。1。9ne，1979，，．199，。。．56．　　は画耐部まで樹木で覆われた深い森の景観である・そこに薪を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つくる作業に従事する5人のきこりの姿が見られる。一方、ろばに乗
Exhibition：

The　Age・t　R・bens・　Museum・f　Fi・e　A・t・，　B・st・n・1993／94・　n・・79；B”ueg／iel－Brueg／let・　　　ったアブラハムとイサクは、森を抜け、左前方へと進もうとしている。
Kulturstiftung　Ruhr，　Villa　Huegel　Essen1Kunsthistorisches　Museum，　Wien，1997／98，

n・・43（K・ninklijk　Musea　v・Qr　Sch・ne　Kしlnsten・Antwe「Pen・　1998・　n°・40）・　　　　　　父が息子を神への犠牲として捧げるべく、彼らはモリアの地をめざし
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ているのだろう。アブラハムがイサクの方を心配そうに見ているのに　　　に、その主題に対応する象徴的意味をもっていたように、本作11utlにお

たいし、イサクは自らがその上に乗ることになるひとかかえの薪を抱　　　いても風景になんらかの象徴的意味が付されたtiJ’能性は充分にあ

え、父の一歩前を進んでいる。イサクは前方を見据えているが、それ　　　　ると考えられる。しかし、1607年に制作された、ほぼ同じ構図をもつ

は、まるで、自らの運命を受け止める覚悟を表明しているようにも見　　　エルミタージュの作晶（Ertz　no．154／fig．2）では、添景モティーフが

える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「エジプト逃避途ヒの休息」という新約主題に置換されている，異な

　森の中には小川が流れ、さらに奥には旅行者や鹿なども描かれて　　　る主題に対し同じ風景が提供されていることは、第一義rl勺には、ifi：

いる。また、その意図は必ずしも明確ではないが、木々のあいだにと　　　要な意味をもったのが主題ではなく、風景であったこと、そして、添景

まるたくさんの鳥が描かれており、ルーラント・サフェリーなどの「動　　　　モティーフは文字どおり添え物であったことを示唆するであろう」とは

物尽くし」的作品との関連を思わせる。前景の茶褐色の樹木とその　　　　いえ、ここに宗教的意味は存在せず純粋な風景画が成、kしている

奥の深緑色の樹木は魅力的な対照をなし、また、光に照らされて黄　　　　との主張を展開することはやや強引であろう。たとえ、風景描写そ

色を帯びた枝葉は、やはり、サフェリーなどが描くやや非現実的な森　　　　れ自体が作品制作の主要な動機であったとしても、ヤン・ブリューゲ

林風景を連想させる。しかし、全体として非現実感は希薄であり、幾　　　　ルが描き出した多くの森林風景は、多くの場合、非日常的かつ神聖

層にも分かれた緑の階調と精緻な細部描写によって現実感が強め　　　な場として提示されており、それゆえ、本作品においても、モリアlllに

られている。暗い前景、明るい中景、霞むような遠景といった三層構　　　　向かうアブラハムとイサクの物語に相応しい舞台を提供する宗教的

成はイタリアで会ったパウル・ブリルからそのまま継承したものであっ　　　な場として森林風景が描かれたことを否定することはできないから

たかもしれないが、ここでは、むしろ、ブリル以前のより自然な風景描　　　である。こうした日常性からの隔絶感とか特殊な景観としての感覚

写の田：界に近づいているように思われる。ヤンにおいては、遠景描　　　　は、この時期の少なからぬ森林風景に共通していたとも考えられる。

写と空の描写によって非現実感が強調される傾向にあったが、ここ

ではそうしたモティーフが最小限にとどめられ、森林内部の描写が

中心となっていることが作品に現実感をもたらしたのであろう。この

ことは、前年に描かれた《トビアスのいる風景》［Ertz　no．47］（リヒテ

ンシュタイン・コレクション／fig．1）と比較すればよく理解されるだろう。

リヒテンシュタイン作品において、右半分の遠景の山岳描写には明ら

かに前IH：紀以来の世界風景の痕跡が残され、そうした右半分の非

現実性の強い描’ラ：に拮抗するように画面左側には森林の写実的な

るそれに比べると、本作品においては現実感が支配的であり、むし

ろ、ある意味においては、同時期のオランダ絵画を先取りしていると

いう印象を与えているc、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fig．2ヤン・ブリューゲル《エジプト逃避途ヒの休息》エルミタージュ）な術館、サンクト・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペテルブルグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ同じ構図をもつ作品がマインツのミッテルライニッシェス・ラン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説畷　デスムゼウムに臓されている［E・t・n・）・57］・エ’レツはマインツ作1・1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋸　　　　も「オリジナル・レプリカ」であるという判断をしているが、エクタクロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ームで見る限り、マインツ作品における樹木や枝葉の描Oj：はきわめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て鈍重であり、ヤン・ブリューゲルの最大の魅力である精緻な細部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描写に欠けている。保存状態があまり良くないことを考慮する必要は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるだろうが、マインツ作品は工房作ないしは本作品のコピーと考え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るのが妥当であろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本作品の保存状態は良好である。支持体は3枚の横長の板から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸　　　　なり、水平方向のふたつの継ぎ目とド側の継ぎ目の少しドに、やは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　り水平方向に修復が施されているが、これはこの時期の作品として
fig．1ヤン゜ブリユーゲル《トビアスのいる風景》リヒテンシユタイン゜コレクシヨン　　　　　　はごく通例のことである。中央部の樹木や画面右上の空に僅かな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補彩が見られる程度で、ヤン・ブリューゲル本来の精緻な描写と彩色

　「アブラハムとイサク」という旧約主題は、中世以来、キリスト礫刑　　　　の魅力が充分に伝えられている。

のア型と理解されてきた。自ら薪を運ぶイサクは、まさしく十字架を

運ぶキリスト自身を先取りするものと考えられてきたからである。他　　　国立西洋美術館にはルーベンス、ヨルダーンス、ヴァン・ダイクなど17

方、風景の中に聖書の一場面に由来する添景人物を加えるという作　　　世紀フランドル絵画が数点所蔵されてはいるが、ヤン・ブリューゲル

ll、Il

l構造はパティニール以来のフランドル風景画の典型であり、パティ　　　の作品は1点も所蔵されていない。従来の171H：紀フランドル絵lllliの

ニールの作品に描かれる風景描写が、そこに描かれる添景人物に　　　見方は、ともすればルーベンス至」注義的な考え方になりがちであ

よって喚起される宗教主題の単なる舞台を提供するのではなく、1侍　　　ったが、実は、風景画、1浄物画、画廊lllliなど同llも…代のオランダ絵1岨こ
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IJg1takvg' iZ) ISIi 7bi75: ti5･ "kM:. J(t',,i',)'-)11.:iib':tk"('"tEV)-)11: , 'K'J/ ･ 7"iJ.-t- ･-- 'tr"JL Since thc' MedicvaI peri(x1. the O1d Testament subject of Abraham

                                                               atid Isciac w"s iLnderstood to 1〉e a {ypology of Christ's crucifixion. This
CJL I)'ri llI: fi'iLS U) -'〈) -'〈)7 7' 〉 Y 7, "7" i･7 7 73: lH: liF" )!ftU; t" 0)kln":7'i (?' (fi, iee･} 〈 ij S} L z;r

                                                               link was made because Isaau cartying his own firewood was seen as
7bsl") {,, -(-JC:1i`j' agilt 7:;: £/Hl SilS1"'i'tjl (!r Jl.: (f: 'L'S -t±`, "it-S. fci.!i! "j:"Jilt '(Y'hi'i,: t5 tt prefiguritig christ carrying his {)wn cross, In terms of the overa1l

7k: ,II ') 4r ii〈iTJ' JtS,Lii3{i 75t )!kU;ltiihi0) lll: IfFt!･ IY {']:- e)l[1L 7'1] , 1TiJ ll.S:-Ikl; 0) )l'7〉 Si" c'{)m1)()siti(}f], this painting's t)1acement {)f a bib1ica1 scene in the midst

J!f{v;tt,hiE! `j[ ･fi£s!epiii-g-, i7vir*d77〉i"LJ!ftu;t[ihia)it?a'iy"'fsiu7t)sl'iG i:l,,1',,I[i.lii,ISi,ew, ,Ze,',t1,',l,ii,lli'lll,lli,r,LX )),l,llll,i',:h,g",Jlg,Li,r,e,S,S,U.i,t.e,d,LO,,tR.e

        i:. "n'iCJhlM)-)1:: ,,k'iL'1il"CEI tli'4:〈731Vi2 .iYst)2L21)･･ ( S'l: """i fil//) patinir's works. While Patinir depicted landscapes in his works, oftenfil'i c,) I Vi･ J,1"t I l

                                                               tliose landscapes themselvcs held sonie symbolic meaning for the

                                                               painting's overall subject inatter. Here too, it is fully likely that the

                                                               landscape t)ears some symbolic iTieaning, H{)wever, in a 1607 painting

                                                               today in the Hermitage (fig. 2 / Ertz no, l54) which bears almost the

                                                               same composition as the NMWA work, we see that the addition of

                                                               supplemental motifs transformed tl}e painting into a Flight into Egypt

                                                               themed work, The use of tl)e same landscape in works with different

This wooded landscape dated by inscription to 1599 is from Jan subjects means, essentially, that it is the landscape which is important.

Brueghel's early period, a time of vigorous activity as a painter in his This implies that the ad(led thematic eletnents are just that, added. It

homeland after his return from his 1589-1596 Italian sojourn, Wooded might be forcing the issue to say that in these works Jan was

landscapes formed one of the irr)portant painting genres in the emphasizing the development ofa purc landscape scene, regardless of

Netherlands from the end of the 16th century through the 17th century. the religious meanings of their subjects. Even if the depiction of the

This trend is thought to have originated with Pieter Brueghel's landscape was one of the main motive forces behind the creation of the

preparatory drawings made for his prints. The trend spread through the works, the majority of wooded landscape scenes created by Jan

prints of Hieronyinus Cock, and was fully developed in the paintings of Brueghel also offered some non-evei'yday element such as a biblical

Gillis van Valkenburgh and Jan Brueghel. It is extremely fascinating to scene in their rnidst. As a result, it is undeniable that in the NMWA work

note that the earliest works of Jan Brueghel were connected to his Jan has chosen a wooded ]andscape scene as a suitable setting for his

famous father in the choice of subject matter even though Jan had no religious subject. natnely the tale of Abraham and Isaac enroute towards

direct training from his father Pieter, who died the year afterJan's birth. Mount Moriah. The feeling of this special scene, one completely

  A bit of distant landscape and sky can be seen in the right half of this separate from everyday life, can be thought to have been shared by

painting, while the left half of the composition is filled to the upper edge many wooded landscapes created during this period.

with a densely wooded forest scene. Five woodsmen can be seen in the Another work with almost the same composition is today in the

lower left foreground, all involved in the process of cutting and Mittlerheiniches Landesmuseum in Mainz, Germany (Ertz no. 57). Ertz

gathering firewood. Amidst these men, the figures of Abraham, on a determined that the Mainz work is an "original replica," and while only

donkey, and Isaac can be seen walking out of the forested area towards judging from color transparencies, it appears that the brushwork on the

the left. Abraham looks towards Isaac with a worried expression as Isaac trees, branches and Ieaves is extremejy stolid in nature and lacking the

strides one step ahead, carrying a bundle of firewood on which he delicately detailed brushwork which is one of the greatest fascinations

himself will be sacrificed by his father. Isaac looks ahead and his of Jan Brueghel's painting style. While, of course, the not very good state

posture can be seen as an expression of lsaac taking his own fate in his of repair of the Mainz work must also be taken into consideration, it

hands. seems appropriate to consider the Mainz work eitherastudio work ora
  A small stream runs through the forest, and in the background copy of the NMWA work.
travelers, deer, and other elements can be seen. While the intent is not The NMWA work is in good condition. There are areas of horizontal

completely clear, the great number of birds depicted amongst the trees repair at the joints of the three horizontal boards which form the support

might make this work also related to the zoological compendia type panel and slightly below the Iower joint. Such repairs, however, are

works by Ruland Savery and others. The brown foreground tree makes a extremely typical for works from this period. There is a slight bit of

splendid contrast with the dark green colored tree in the background, retouching visible in the central tree area and in the sky in the upper

and the yellow leaves struck by the sun's rays can also be seen as links right of the composition, while overall the painting fully conveys Jan

to Savery's unrealistic landscape depictions. And yet, the sense of Brueghel's own detailed brushwork and fascinating palette.

unreality in the entire work is softened by the various greenish colors The NMWA owns a few 17th century Flemish paintings, including

and the work's precise detailing. While the three-layer composition of works by Rubens, Jordaens and Van Dyck, but up until this time the

dark foreground, bright middle ground and misty distance might museum has not owned a single Brueghel work. While earlier views of

possibly reflect a direct continuation of the methods learned from Paul 17th century Flemish painting have taken a Rubens-centric approach, in

Brill, whom Jan met in Italy, the landscape shown in this work is closer fact, painting in Flanders during this period was as richly diverse as that

to the more naturalistic landscape depiction that predates that of Brill. of its rival, 17th century Dutch painting known for its landscapes, still-

Jan had a tendency to heighten the sense of unreality in his work lifes and gallery paintings. While Jan Brueghel retained deep

through depictions of distant scenes and the sky, but here these motifs connections to the traditions of otherworldly and fantastic landscapes

have been kept to an absolute minimum. His focus on depiction of the of the preceding century, he added his own delicately detailed

scene in the forest gives this work a realistic sensibility. This sensibility brushwork as he created an unexpected landscape painting realm that

can be particularly understood through comparison to a work painted seems to fuse the imaginary with the real, This painting is an important

the previousyear, Landscape Lvith 7bbias (fig.1 / Ertz no,47, Lichtenstein addition to the NMWA collections, standing as a representative example

Collection). The mountainous landscape in the right half of the of 17th century Flemish landscape painting, a genre that is clearly

Lichtenstein work clearly shows traces of a world landscape view style distinguished from the Dutch landscape paintings of the same period.

created in the preceding century. The unrealistic depiction of the right (Akira Kofuku)
half of the composition contrasts vividly with the the realistically

depicted forest scene in the left half of the composition. This visual

asymmetry is one of the great fascinations of the Lichtenstein work. By

comparison, the NMWA work is dominated by a sense of reality, giving

its viewers the impression of a pre-figuring of the Dutch paintings of the

same period.
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